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番屋前遺跡群

番屋前遺跡 I・ Ⅱ

株式会社 ヤ マダ 電機
株式会社 ほ し ま ん
長野県佐久市教育委員会



番屋前遺跡 I・ IIの調査について

番屋前遺跡群は佐久市中込原の広大な台地上の北東端にあ

ります。水利に乏しく、国道141号バイパスや佐久市役所が建

設されるまでは、広大な畑地でした。現在の新旧国道沿線は、

店舗・住宅が密集しています。

原始・古代の集落は、この台地の縁辺に多くが発見されて

います。番屋前遺跡 Hの付近は、ホテルー万里、西側のア
パート調査時には何も検出されませんでした。バイパスの東

側店舗の調査時には、中世頃の遺構がみつかっています。

今回調査された番屋前遺

跡Ⅱからは、小さなりIIも な

く湿地もないこの台地上で

予想もしなかった旧い井戸

が発見されました。

時代を考える資料が土鍋

の小片だけで断定はできま

せんが、中世 (今か ら400

～500年 ほど前)に掘 られ

たものかと推測されます。

水を得るために手掘 りで

6mも 深 く掘られていまし

た。大変な苦労と労力が偲

ばれます。

検出された深井戸を掘る (番屋前遺跡Ⅱ)



番屋前jtt17・ lf Iの Ml詢 古状 i童構 (北方から) 電車は JR小海線

番屋前遺跡 Hの升戸lLと Ml号 。M2号溝状遺構 (菊 方から)



例   言

1.本書は、株式会社ほしまんが行う店舗建設、株式会社ヤマダ電機が行う店舗建設に伴う発掘

調査報告書である。

遺構確認調査を実施 し保護協議の結果、発掘調査を行った。

2.調査委託者  株式会社ほしまん (番屋前遺跡 I)

株式会社ヤマダ電機 (番屋前遺跡Ⅱ)

3。 調査受託者  長野県佐久市教育委員会

4.遺跡名    番屋前遺跡群 番屋前遺跡 I(SBYMI)

所在地    長野県佐久市大字猿久保字前原790-1,791-1,7923,785-10,

遺跡名    番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅱ (SBYMH)

所在地    長野県佐久市大字猿久保字番屋前896-1,897-107,899-104,

5。 調査期間・面積

番屋前遺跡 I

調査期間 遺構確認調査  1996年 (平成 8年)6月 5日

発掘調査    1996年 (平成 8年)6月 24025日

整理期間   1996年 (平成 8年)12月 20日 ～1997年 (平成 9年)3月 22日

調査面積 約1,100m2

開発面積 2,593.26m2

番屋前遺跡Ⅱ

調査期間 遺構確認調査  1996年 (平成 8年)7月 405日

発掘調査    1996年 (平成 8年)7月 26～ 8月 1日

整理期間    1996年 (平成 8年)12月 20日 ～1997年 (平成 9年)3月 22日

調査面積 約1,200m2

開発面積 2,737.53m2

6.本書の執筆・編集は、林幸彦が担当した。

報告書作成分担  遺物実測 岩崎重子

版下作成 小林よしみ

7.本書及び番屋前遺跡 I・ Ⅱの関係資料等は、佐久市教育委員会で保管 している。



例

1。 遺構の略号は、土坑 (D)、 溝 (M)である。

2.すべての挿図にはスケールを示 してある。

3.遺構の海抜標高は、水糸標高を標高として記 した。

4.土層・遺物胎土の色調は、1988年版 『新版 標準土色調』に基づいた。

5.挿図の方位は真北を示す。

次

巻頭図版

例言・凡例

第 I章 発掘調査の経緯                     ・

第 1節 発掘調査の経緯と経過1-―――_____一 一一一――――――――一――――一-1

第 2節  調 査 の
体 制 ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― 一 一 ― ― ― ― ― ― ― 一 一 一 ― 一 ― ― ― ― ― 一 ― -2

第 3節 調査日誌―一一一―――――一――――――――一―――一一――――――――-2

第 H章 遺跡の環境一―一――――一一―――――――――一―一―――――――――一一-3

第Ⅲ章 遺構 と遺物―――一一―――――――一―――――一一―一一―――――――――-5

目



第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯と経過
番屋前遺跡群は、通称佐久市の中込っ原の北東端部に位置している。この台地は、浅間火山の

軽石流堆積物に覆われている。滑津り||に臨む断崖では、厚さ30mを 測る。この浅間火山第一軽石

流の上部には、その水成層が 5m～ 10mに渡って堆積している。

今回、株式会社ほしまん (番屋前遺跡 I)、 株式会社ヤマダ電機 (番屋前遺跡Ⅱ)が店舗を建

築することになった。いづれも、遺構分布調査を行うことになった。調査の結果、番屋前遺跡 I

では溝状の遺構が 2本、番屋前遺跡Ⅱでは溝状の遺構 3本 0土坑 1基が確認された。

保護協議の結果建物のおよぶ範囲は記録保存調査を実施し、駐車場の部分はそのまま埋め戻す

ことになった。

発掘調査は、株式会社ほしまん (番屋前遺跡 I)、 株式会社ヤマダ電機 (番屋前遺跡Ⅱ)か ら

委託された佐久市教育委員会が実施した。
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第 1図 番屋前遺跡 I・ Ⅱの位置図 (1:25,000)



第 2節 調査体制

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

教  育  長 依田 英夫

教 育 次 長 市り|1源

埋蔵文化財課長 Jし沢 元平

管 理 係 長 樹沢 慶子

埋蔵文化財係長 大塚 達夫

調 査 主 任 佐々木宗昭

調  査  員 岩崎 重子

佐藤志げ子

茂木 幸一

管 理 係 田村 和広

埋蔵文化財係 林 幸彦 三石宗一 須藤 隆司 小林 真寿

羽毛田卓也 冨沢 一明 上原 学

森泉かよ子  調査冨J主任 堺 益子

岩下 亨介 大井 文雄 桜井 牧子 佐々木 正 佐々木久子

島田 幹子 土屋 貞子 中島武二郎 中島 Л鷲夫 真鳴 保子

百瀬 将史

第 3節 調査日誌

番屋前遺跡 I

1996年 (平成 8年)6月 5日  遺構確認調査

6月 24・ 25日  遺構掘 り下げ 。実測
。写真撮影

12月 20日 ～1997年 (平成 9年)3月 22日

遺物・図面整理、原稿執筆

版下作成・報告書刊行

番屋前遺跡Ⅱ

1996年 (平成 8年)7月 4・ 5日

遺構確認調査

7月 26～ 8月 1日  遺構掘 り下げ 。実測

・写真撮影

12月 20日 ～1997年 (平成 9年)3月 22日

遺物 。図面整理、原稿執筆

版下作成 。報告書刊行

番屋前遺跡 I

番屋前遺跡Ⅱ



第 遺跡の環境

の下、滑津り|1流域にあったといわれている。1987年 01988年 に発掘

調査された梨の本遺跡 I・ Ⅱ、さらに、本年度調査された梨の本遺

跡Ⅲでは、14015世紀の集落が検出されており三河田集落との関わ

りという点で注視されよう。

本遺跡群では、県道改良事業・店舗建設・共同住宅建築等に関わ

り、試掘調査・立会い調査が 9地点において実施されている。ほと

んどの地点で、遺構・遺物の検出はされなかったが、「田切 り」の

縁辺に位置する番屋前遺跡群 6において、平安時代と思われる竪穴

住居址 2軒が発見されている。周辺遺跡では、北東300mの野馬窪

遺跡群野`馬窪遺跡で弥生時代後期初頭の竪穴住居址 2軒等が検出さ

れている。さらに、北東方へ1,000mの 蛇塚 B遺跡群 I・ Ⅱ・Ⅲ・

野
`馬
久保遺跡では、平安時代の竪穴住居址33軒等が発見されてい

る。南東1,000mの市側を臨んだ台地上には、学史上でも著名な大

規模な和田上遺跡群が存在する。縄文時代前期、弥生時代中期・後

期、古墳時代、平安時代の複合遺跡である。

土
早

丁
上
丁
上

番屋前遺跡群の所在する通称中込っ原は、20～ 30mにおよぶ浅間火山第一軽石流に覆われてい

る。中込っ原の東部の長野牧場から佐久市役所にかけての一帯には、佐久市北部から小諸市にか

けてみられるような顕著なものではないが、一部「田切 り」地形がみられる。本遺跡群の東は、

通称うとうの沢とよばれる「田切り」によって、その東側に展開する`馬瀬口遺跡群や深堀遺跡群

と画されている。

今回の調査地点の土層は、 I層耕作土、Ⅱ層明黄褐色土の火山灰層、Ⅲ層明黄褐色土の砂・礫

層が観察できた。井戸址の掘り下げによりⅢ層は、地表下 7mに達することが解った。

湯川 0滑津り||・ 志賀川との比高10～ 30mを 測るこの台地上の水利は、17世紀初頭に市川五朗兵衛

により補完完成したと伝えられる三河田用水堰 (四か村用水)を待たなければならない。これに

よって、横和・三河田 0今井周辺で水田耕作が可能になった。しかし、三河田の集落から津上製

作所および長野種畜牧場に至る広大な平地は、現在まで開田はなされていない。用水の通水以前

は、本遺跡群の西方2.5km今井の集落東にみられる湧水を利用した水田だけの状況であった。

現在の三河田の集落は、三河田用水の完成後 (17世紀初頭)に成立した。それ以前はこの台地

第 2図 番屋前遺跡Ⅱ
層序基本図
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第 3図 周辺遺跡分布図 (1:7,500)



第Ⅲ章 遺構と遺物

第 1節 番屋前遺跡 I

番屋前遺跡 Iは、番屋前遺跡群のlL西端に

位置し、標高は695mを浪1る 。一段下の湯川の

河岸段丘上にある標高687mを測る猿久保屋敷

添遺跡からは、古墳時代から平安時代の竪穴

住居l■ 9軒等が検出されている。また、今回

の調査地点の東方150mに は、御経塚古墳 。金

比羅塚古墳がある。遺構確認調査でみつかっ

た溝状遺構 2本の調査を実施した。

Ml号溝状遺構は、調

査区の北端に位置 し、東

端は調査対象地外へ伸び

ている。幅ユ.2m～ 2.Om

深さ29cm～ 53cmを 測る。

覆土は 1層 の黒褐色土、

2層の明黄褐色土の小ブ

ロックを少量含む黒褐色

土 に分層 された。底面

は、軟弱であり、流水の

形跡なく、西に向かって

緩 く傾斜する。遺物は、

第 6図の縄文時代中期後

葉曽利式期の深鉢底部片

と同時期の胴部片数点、

黒曜石の砕片 2点が出土

した。

M2号 溝状遺構は、調

査区の西端か ら検 出さ

番屋前遺跡 IのMl号溝状

国
道
И
号
線

番屋前遺跡 I全体図



第 5図 番昼前遺跡 IMl号 。M2号溝状遺構実積1図

れ、南北端は対象地外へ伸びている。幅1.6

m～ 20m深 さ19cm～ 27cmを 濃1る 。覆土は

3層 に分層され、 3層 は黒色土と明黄褐色

土のブロックを多量に合み非常に堅い。道

の可の可能
′
l■が高い。

両者 とも時期は不

明である。

M2号溝状遺構 (北方から)

6

｀

も ジ
0  (1 :4) 10cm

第 6図 Ml号溝状遺構
出土遺物実測図

Ml号溝状遺構 (東方から)



第2節 番屋前遺跡Ⅱ

番屋前遺跡Ⅱは、番屋前遺跡

群のほぼ中央に位置 し、標高は

693mを 測る。周辺は、 9地点が

試掘・立会調査調査が行われて

いるが、本調査地点の南東200m

にある番屋前遺跡 6で平安時代

と思われる竪穴住居址が確認さ

れているだけである。

今回の調査では、井戸l■ 1基、

溝状遺構 4本、土坑 1基が検出

された。

1)井戸址

本 l■はMl号 溝状遺構を破壊

している。

掘 り方の上場は、南北76m東

国
道
‐４‐
号
バ
イ
パ
ス

′／″″
一″
　^
　
′′́
　
／

第 7図 番屋前遺跡 II全体図

猿久保895-l

井戸ちL(束方から)

7



_=L_         4b
標高 693.Om
O  (1:100)  2.5m

1層  黒褐色土 (loYR2/3)粘 質有り。
2層  黒褐色土 (loYR2/3)炭 粒子少量含む。
3層  暗褐色土 (loYR3/3)砂 質土。
4層  色調は黒褐色 (loYR2/3)を 基調 とし、
砂質土である。

4a層 暗褐色土 (loYR3/4)褐 色土 。暗褐色
土・砂のプロック。

4b層 暗褐色土 (loYR3/4)砂 。o.5～ lcm大
の円礫多量に含む。

4c層 褐色土  (loYR4/6)褐 色上のブロッ
ク多量。堅い。

4de忙
誓[1°
OYRγO砂質土。黒褐饉 瑞 状吟 颯 5～ km大の階 を多量

4e層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 質土。
4f層 黒褐色土 (loYR2/3)砂 。o.5～ 2cm大の円礫多量に含む。

:蘊層婚魯圭1器 ¥l:′]摺響里諄景券Ъサリ板置Fの
砂と黒褐色土ブロック多い。

6b層 暗褐色土 (loYR3/3)砂 。o.5～ 2cm大 の円礫多量に含む。
6c層 暗褐色土 (loYR3/3)堅 い。
7層  暗褐色土 (10YR3/3)砂 。
8層  暗褐色土 (loYR3/3)砂 。
9層  暗褐色土 (loYR3/3)砂 と暗褐色土。Ю層
磐楊:意」[Tス%往 fゞ』譜絆:夕

。層の下部は湘籍輌流暁

第 8図 井戸址実測図



井戸tL上部の土層堆積状況 (北方から)
井戸力L3層 出上の獣骨 (西方から)

西60mを 測る帆立貝形を呈 し、下場は径25mを 測

る円形と思われる。深さは69mを 測る。 3mの深さ

まで入力で掘 り下げたが、砂層に掘 り込まれており

崩落の危険があるため下部は重機にて掘 り下げた。

1～ 3・ 7層 は、井戸の廃棄後の自然堆積である。

4層 ～ 9層 は、砂・砂質土土が主体であり、素ぼ り

のまままでは使用不可能であり、本の枠等が考えら

れるが、その痕跡など検出することはできなかった。

湧水は、全体層序Ⅲ層と浅間第一軽石流 との境から

みられた。北側にテラス状の堅い面がみられ、汲み

上げ場所かとも思われる。遺物は 1層 中から土鍋の

小片が 1片 と3層 中から,馬 1頭分の獣骨が出土 した。

明確な時期は不

、2 明である。 井戸址確認面より7m下の湧水

lll黄褐色の o (1:60) 311n
砂プロック少量含む。  ~

第 9図  Dl号 土 坑 実製1図

1層 1=褐色t(loYR3/1) オ票高693.6m

Dl号土坑 (北西方から)



2)溝状遺構

溝状遺構は 4本検出し、Ml号～M3号 を調査した。Ml号は南1しに伸びるが、井戸址の南で

向きを東に変えている。幅 4m前後深さはお

おむね lm前後であるが、北端は80cmの段差

を持って急に高 くなっている。井戸に向けて

緩やかに傾斜する。ただ し、井戸坪 とは明確

に重複関係が把握でき、時期的には本llLが旧

い。底面に明確な流水の痕跡はない。遺物は、

段差のみられた付近から馬頭骨が出土 しただ

けである。

M2号 。M3号 とMl号溝状遺構との新旧関

係は明確に提えられなかった。M4号 溝状遺

構は、東西に伸びていて、井戸址付近で南に向

きを変えているいづれも時期は、不llBである。

3)土坑

本llLは、Ml号 溝状遺構の西側より検出さ

れた。

南北2.16m東西2.12mの 不整な方形を呈 し

深さ18～ 27cmを測る。遺物は、出土 しなかっ

た。

遺構の時期等は、不明である。

1層

2層

3層

黒褐色土 (10YR2/2)耕 作土。

黒褐色上 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/3)砂 質土。

黄砂プロックを多量に合も。

l層 耕 作 十。

2層 褐 色 土

3層  黒鶴色t

`1層  暗褐色土

5層  黒褐色上

(10YR4/4)

(10YR2/3)

(10YR3/3)

00YR2/3)

0   (1:400)  lom

第10図  Ml号 ・M2号・M3号
溝状遺構実演1図Ml号・M2号・M3号溝状遺構、井戸址、Dl号土坑 (南方から)
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第 3集 『石附窯址Ⅲ』            第32集 『東ノ割』
第 4集  『大ふけ』                第33集 『聖原遺跡ⅥI・下曽根遺跡 I・ 前藤部遺跡 I』
第 5集 『立科 F遺跡』            第34集 『西一本柳遺跡 I』
第 6集 『上曽根遺跡』            第35集 『市内遺跡発掘調査報告書1993』
第 7集 『三貫畑遺跡』             第36集 『蛇塚 B遺跡Ⅲ』
第 8集 『瀧の下遺跡』             第37集 『西一本柳遺跡 H。 中西ノ久保遺跡』
第 9集 『国道141号線関係遺跡』        第38集 『南下中原遺跡 H』
第10集  『聖原遺跡 H』             第39集 『中屋敷遺跡』
第11集  『赤座垣外遺跡』           第40集 『寺畑遺跡』
第12集  『若宮遺跡 H』             第41集 『曽根新城 I・ HOⅢ・IV
第13集  『上高山遺跡 H』                上久保田向遺跡 I・ I10V・ Ⅵ・ⅥI

第14集  『栗毛坂遺跡』                 西曽根遺跡Ⅱ・Ⅲ』

第15集  『野馬久保遺跡』            第42集 『寄山古墳 。中条峯。勝負沢』
第16集  『石並遺跡』             第43集 『権現平遺跡』
第17集  『市内遺跡発掘調査報告書1991』 (1～ 3月 )第 44集 『寺添遺跡』
第18集  『西曽根遺跡』            第45集 『市内遺跡発掘調査報告書1994』
第19集  『上芝宮遺跡』             第46集 『濁 り遺跡』
第20集 『下聖端遺跡Ⅲ』            第47集 『上芝宮遺跡 V』
第21集 『金井城跡Ⅲ』             第48集 『池端城跡』
第22集 『市内遺跡発掘調査報告書1991』     第49集 『根々井芝宮遺跡』
第23集 『南上中原。南下中原遺跡』       第50集 『藤塚遺跡Ⅲ』    ´
第24集 『上聖端遺跡』            第51集 『寺添遺跡。中屋敷遺跡 H』
第25集  『上久保田向IV』           第52集 『坪の内遺跡』
第26集  『藤塚古墳群 0藤塚 H』          第53集 『円正坊遺跡 H』
第27集 『上久保田向Ⅲ』           第54集 『市内遺跡発掘調査報告書1995』
第28集 『曽根新城 V』
第29集  『山法師遺跡 BO筒本す遺跡 B』

佐久市埋蔵文化財調査報告書 第55集
番屋前遺跡群 番屋前遺跡 I・ II
長野県佐久市番屋前遺跡群番屋前遺跡 I・ II発掘調査報告書

1997笙
「
3月

編集・発行 佐久市教育委員会
〒384-01 長野県佐久市大字中込3056
埋蔵文化財課
〒385 長野県佐久市大字志賀5953
Tc1  0267-68-7321

印 刷 所  株式会社 礫 くいちい〉




